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おもかげ復元師 笹原留似子

「津波で亡くなつた家族に会いたい」「今、何を
しているのかな ?」 「元気かなあ ?」 東日本大震災
発生後の津波で、大切な家族を亡くしたこと、未
だに見つからない家族の帰りを待つているのは、子どもたちも同じ。
「死んだら会える ?」 と真剣に間かれた時、私は思いました。「この

返事は、絶対にごまかしてはいけない。」
東北には昔から根強い「恐山信仰」があります。生きながらにして、
私たちはあの世に行くことが出来る場所。大昔の人たちが残してくれ
た場所があります。目的は、死を迎えた家族に、一日で良いから会い

たいという願いで山に入ります。子どもたちに、恐山の話をしました。

ヂ澪季レク(Jζうし,して'√
校4年生の副実行委員長を決め、山あり谷あ
りの難関問題を子どもたちが一つ一つクリ
アして叶つた、総勢 24名 での恐山参りで
した。イタコさんにはお世話になりません
でしたが、恐山の中にある極楽浜で、大事………――一―一一―…
な家族の名前を子どもたち一人一人が叫び、

「会いに来たよ～ !」 「今、どうしてるの～ |」「又、会いに来るから
ね !」 と、亡き大切な家族に語りかけていまし
た。「岩手県と、宮城県と、福島県の車のナン
バーがすごく多かつたね !」 自分たちと同じ思
いの人たちがいることを知り、気持ちを共有し

てもらつた時間だつたかもしれませんc「恐山
に来て思つたけど、一度来たら、三度は来たく
なるつてことなのかもしれないね !」 と、子ど
もたち同士話していました。
多くの皆様からこ支援いただきました恐山参
り。おかげさまで死の存在から生きることの意
味や価値を見出した、いのちと向き合う有意義
な、子どもたちにとつてかけがえのない時間で
した。 (おもかげ復元師 笹原留似子)

～感想文から～

東日本大震災発生時の安置所に於いて、津波で亡くなられた方の

御遺体復元とい】 お別れのお手伝いをさせていただいた経験から、死
の中にある、皆さんが大切にされていることを伝える機会をいただく授

業に、全国回らせていただいています。授業後に皆さんから届いた感

想文をご紹介させていただくコーナーです c

中学生の男の子の感想文です。「ぼくは、大切な家族を昨年亡く

しました。笹原さんのお話を聞いていて、思い出したことがあり

ました。 (中 略)ぼ くは、毎日悲 しい気持ちで過ごしていました。
あるきれいな星空の夜がありましたcぼ くは、星に向かつてお願
いを しました。「夢でも良いから会いたい。 (中 略 )」 そう、願い

ました。まだ、あれから夢には出てきてくれないけれど、笹原さ

んのお話を聞いて、ぼくの大切な家族は、ぼくの心の中にいるこ

とに気が付きました。 (後略)」

中学校 3年生の男の子の感想文よりc「僕は、大槌町に住んでい
ました。その時、僕はまだ小学校 6年生で した。 3月 11日 学校
にいて、突然大きく揺れ出して、先生に「机の下にもぐれ !」 つ

て言われてもぐつていたんですけど、大きな揺れで頭を何度もぶ
つけてバランスが全く取れませんでしたc(イ国人情報のため中略・

彼は黒い波が町を襲つていたのを見て、家と身近な方々を亡くし

た経験を細かく書いてくれていました)笹原さんに、これからも
震災のことを語 り続けて欲 しいし、震災は決 して軽く見てはいけ

ないこと、そ して僕はこの震災によつて大事な物が何かを理解出

来ました。僕はこれから大人になつた時に、若い世代の人たちに、

東日本大震災を伝えていきたいと思いました。 (各中略あり)」

皆さんそれぞれの立ち位置から、大切な人を思いながら授業を真剣
に心に入れて聞いてくれていることを感 じましたc皆さスυ叡 、お会い出
来ることを楽しみにしています !
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東日本大震災の犠牲者
るこ悼するために祀ら
れた 鎮魂の鐘」希望
の鐘型がおかれています
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舞勉魏産産感纂摯査:義 言つていた娘のゆきのは、の 夏、補助輪を外した
自転車に一人で乗れるようこなりま晩 。そのゆき
のが、ばあちゃんに手紙を書きま暁 。字も書けるよ
うこなつたんですよ
陸前高田市出身 覇と屋のゆわ ちやん)
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おばあちゃんへ

震災の 2週間程前のこと。
「あの時、会いに行くんだつた…。」
と後悔した。
お正月に帰省した際に、忙しくておばあちやんの家へ行けなかつ
た。亡くなつた訳でもないのに、まるでもう会えなくなつたかの
ように感じて不思議に思つた。次は必ず会いに行こうと思つたん
だけれど、もう遅かつたね。

おばあちゃんにはいろんな事を教えてもらいました。
でもそれに気付いたのは、大人になつて、いろんな経験をしてか
らで、「ありがとう」を伝えるの間に合わなかつた。たくさん心
配もかけてしまったよね。
お話したい事がいつぱいあるけれど、会える日まで胸にしまつて
おきます。
大切なことをたくさん教えてくれた大好きなおばあちゃん、″
ありがとう

″

(宮古市出身 Y)

おばあちゃんへ

おばあちゃん、わたしはさく文のコンクールでしょうをとりまし
た。 3いにはいりました。うれしかつたです。
じてんじゃにのれるようになりました。うれしかつたですc
学校で 1じかんめに、おみせやさんごつこをしました。
わたしはくだものやさんになりたかつたです。
でも―人なので、せんせいがかえていいよつて
いったので、くつやさんにしました。
おばあちゃん、おなじだね。
ぜんぶうりきりました。
おばあちゃん、くつぜんぶうりきれたかな ?

Yukino(ゆきの)よ り (7歳 )

「いのち新間Jへのお手紙や活動資金のご寄付ありがとうございます。
おFo5t l合わせ先
〒024-O024 岩手県北上市中野町2丁目28-23
株式会社 桜 内 「いのち」新間編集

=β
☆お電話での間tl合わせはこ運慮くださしヽ。ハガキ又はお手紙で受付けています。

ご支援 。ご寄付のご案内

北上信用金庫 東支店 □座番号 0103488
預金種類 普通預金  □座名ll」l tlの ち新聞 代表 笹原 留似子

ご支援いただけるスホンサーの皆さまには、活動報告をB」資料として報告致しており

ます。ハガキや圭」書にて住所・氏名。電話番号・メッセージなどをご記入いただき、

いのち新間編集部宛に郵送ください。
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